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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
　
平
成
２１
年
度
の
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
並
び
に
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
〜

９
期
）
は
納
期
限
が
過
ぎ
て
お
り
、
未
納

の
場
合
、
法
律
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
 

　
未
納
の
方
に
は
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
事
情
等
で
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
納
税
相
談
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
も
な
く
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ

と
か
ら
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
財
産
（
不

動
産
、
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
、
自

動
車
等
）
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
納
付
状
況
を
確
認
し
、
未
納
の
場
合
は

速
や
か
に
取
扱
い
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ

等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

J
納
税
課
蕁
A
３
３
０
、
８
２
６
 

  　
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
来
年
度
は
、
戸

籍
の
届
出
書
に
職
業
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

Q
４
月
１
日
〜
平
成
２３
年
３
月
３１
日
 

N
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
）
を
す
る
方
 

O
死
亡
の
届
出
書
は
産
業
の
記
入
も
お
願

い
し
ま
す
。
 

J
市
民
課
蕁
A
２
１
３
 

  　
市
で
は
、
内
職
に
関
す
る
求
人
・
求
職

の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

内
職
を
希
望
す
る
方
が
多
く
、
内
職
の
仕

事
（
求
人
）
が
特
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
 

　
手
仕
事
、
縫
製
な
ど
内
職
の
求
人
が
あ

る
事
業
主
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

内
職
相
談
日
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
１０
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分
 

L
市
役
所
２
階
市
民
相
談
室
 

J
商
工
観
光
課
蕁
A
３
３
６
 

  Q
３
月
２４
日
貉
　
午
後
２
時
 

L
消
防
本
部
３
階
会
議
室
Ｂ
 

O
平
成
２２
年
度
消
防
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
、
平
成
２１
年
消
防
統
計
の
概
要
に
つ
い

て
　
ほ
か
 

J
消
防
本
部
総
務
課
蕁
９９６
・
０
１
１
９
 

   　
平
成
２２
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
の
方
は
、
本
人
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の

帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
 

O
▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
）
▼
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・

構
造
・
床
面
積
・
価
格
）
 

Q
４
月
１
日
貅
〜
５
月
３１
日
豺
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
　
①
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
②
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７

時
 

※
市
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、

こ
の
期
間
に
本
人
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
さ

れ
る
方
に
は
、
課
税
台
帳
の
写
し
を
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
。
（
こ
の
期
間
以
降
は

有
料
）
 

L
①
市
役
所
資
産
税
課
（
縦
覧
・
閲
覧
、

庁
舎
１
階
１５
番
窓
口
）
②
駅
前
出
張
所
（
閲

覧
の
み
）
 

※
縦
覧
・
閲
覧
に
は
、
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
等
、
本
人
確
認
の
た
め
の
書
面

の
提
示
が
必
要
で
す
。
 

J
資
産
税
課
蕁
A
２
０
５
 

  　
市
で
は
、
行
政
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

規
則
等
を
定
め
る
と
き
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

　
募
集
す
る
と
き
は
、
そ
の
要
領
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
参
画
」
コ
ー
ナ
ー
に

掲
載
（
市
役
所
１
階
「
８４０
情
報
資
料
コ
ー

ナ
ー
」
に
も
設
置
）
し
ま
す
。
掲
載
は
、

規
則
等
を
定
め
る
機
会
の
あ
る
度
と
な
る

た
め
不
定
期
で
す
が
、
意
見
の
募
集
期
間

を
原
則
３０
日
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
市
民
参
画
」
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

J
▼
内
容
に
つ
い
て
＝
掲
載
し
て
い
る
担

当
課
▼
制
度
に
つ
い
て
＝
総
務
人
事
課
蕁

A
２
３
０
 

   N
離
職
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
就
労
能
力

お
よ
び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、
住

宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
喪
失
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

O
６
カ
月
間
を
限
度
と
し
て
住
宅
手
当
を

支
給
（
八
潮
市
の
支
給
額
▼
単
身
世
帯
＝

月
額
４
万
７
０
０
０
円
▼
複
数
人
世
帯
＝

月
額
６
万
２
０
０
０
円
）
、
住
宅
確
保
･

就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
 

※
手
当
支
給
期
間
中
は
、
常
用
就
職
に
向

け
た
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

J
商
工
観
光
課
蕁
A
３
３
６
 

  　
大
会
開
催
お
よ
び
設
備
点
検
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。
 

●
３
月
３０
日
貂
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

※
第
４
部
は
平
常
ど
お
り
 

●
３
月
３１
日
貉
午
後
３
時
〜
４
月
１
日
貅

午
前
１１
時
　
※
３１
日
の
第
１
部
・
第
２
部
、

１
日
の
第
２
部
・
３
部
・
４
部
は
平
常
ど

お
り
 

J
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４
 

  　
平
成
２２
年
４
月
１
日
か
ら
越
谷
児
童
相

談
所
草
加
支
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
市
内
在
住
の
方
の
児
童
に
関
す
る

相
談
の
窓
口
は
、
「
越
谷
児
童
相
談
所
」

か
ら
「
越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
」
に

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

J
▼
越
谷
児
童
相
談
所
蕁
９７５
・
４
１
５
２

▼
越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
蕁
９２０
・
４

１
５
２
、
草
加
市
西
町
４２５
―
２
 

   「
特
定
商
取
引
法
」
お
よ
び
「
割
賦
販
売

法
」
の
一
部
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
 

改
正
特
定
商
取
引
法
 

▼
訪
問
販
売
な
ど
に
設
け
ら
れ
て
い
た
「
指

定
商
品
、
指
定
役
務
制
度
の
廃
止
（
指
定

権
利
制
度
は
継
続
）
」
▼
訪
問
販
売
で
の

「
過
量
販
売
の
解
除
」
、
「
再
勧
誘
の
禁

止
」
 

改
正
割
賦
販
売
法
 

▼
不
適
正
な
勧
誘
で
の
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
の
禁
止
や
取
り
消
し
」
▼
住
ま
い
や
資

産
の
処
分
を
し
た
り
、
生
活
費
を
返
済
に

充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
「
過

剰
与
信
」
の
禁
止
 

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
悪
質
事
業

者
の
手
口
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
悪
質
事
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
口
実
を

つ
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
き
ま
す
が
、

冷
静
に
判
断
す
れ
ば
見
抜
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
決
し
て

一
人
だ
け
で
は
考
え
ず
、
家
族
や
友
人
、

周
り
の
人
に
相
談
し
た
り
、
ま
た
、
お
近

く
の
消
費
者
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

J
市
商
工
観
光
課
蕁
A

３
３
６
、
県
消
費

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
蕁
０４８
・
７３４
・

０
９
９
９
 

   　
県
で
は
、
非
行
少
年
や
そ
の
保
護
者
の

立
ち
直
り
を
支
援
す
る
た
め
「
青
少
年
立

ち
直
り
支
援
サ
イ
ト
」
（http://www.pref. 

saitama.lg.jp/A12/BG00/tachinaori/ 
index.html

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
サ

イ
ト
で
は
非
行
に
関
す
る
相
談
機
関
や
相

談
事
例
等
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 相

談
機
関
へ
の
相
談
は
無
料
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

J
県
青
少
年
課
蕁
０４８
・
８３０
・
２
９
１
１
 

  　
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格
等
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

Q
４
月
３
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
（
さ
い
た
ま
市
浦

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
第
６
集
会
室
）
、

川
越
会
場
（
丸
広
百
貨
店
川
越
店
８
階
バ

ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
）
 

J
譖
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
蕁
０４８
・

８３８
・
０
４
８
３
 

  　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
オ
ウ
ム
真

理
教
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
ま
た
は
障
害
・
傷
病

の
被
害
を
受
け
た
方
か
ら
、
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
受
付
期

間
は
平
成
２２
年
１２
月
１７
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

J
県
警
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
給
付
申

請
窓
口
蕁
０
１
２
０
・
００６
・
９３２
 

       　
親
子
や
お
友
達
と
観
に
き
ま
せ
ん
か
。
 

Q
３
月
２９
日
豺
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

L
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
 

N
児
童
（
保
護
者
同
伴
可
）
 

O
さ
る
か
に
合
戦
、
天
狗
の
羽
う
ち
わ
、

ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
 

R
８０
人
（
先
着
順
）
 

P
無
料
 

J
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５
 

Q

L

O

K

R

M

J

N

P

内
職
の
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
 

オ
ウ
ム
心
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
 

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
を
実
施
 

不
動
産
無
料
相
談
会
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館
 

市
税
等
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？
 

八
潮
市
消
防
委
員
会
の
傍
聴
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
 

越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
開
設
 

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
と
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
 

「
特
定
商
取
引
法
」「
割
賦
販
 

売
法
」
の
改
正
 

離
職
に
よ
っ
て
住
宅
等
に
お
困
り
の
方
へ
 

（
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
） 

悩
ま
な
い
で
「
青
少
年
立
ち
直
り
支
援
 

サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
 

春
休
み
映
画
上
映
会
 

人権それは　愛 

“ 匿名だから、わかりゃしない ” 
　インターネット上では、自分の顔や名前を
知られずに発言できることから、これを悪用
した行為が大きな問題となっています。 
　偏見や差別は、社会のさまざまな場面で
いまだに後を絶ちません。特定の人々に対
する差別発言やひぼう中傷が日常的に繰り
返されていることは、見過ごすことのできな
い事実です。特に、匿名性の高いインター
ネット上では、現実社会にも増して、モラルを
無視する傾向が見られます。 
　こうした現状を、ひとごとと見過ごすので
はなく、インターネット利用者一人ひとりが「お
互いの人権に配慮する」という強い信念を
持ち、他人を傷つけるような書き込みは、絶対しないことが大切です。 
　インターネットは、人と人とのコミュニケーションをより円滑にするという素晴らしい側面
を持っています。私たちは、インターネットを通じて、「人」とつながっているのだということ
を常に意識し、お互いの人権を尊重した正しい利用を心掛けることで、今までにない、
豊かで楽しいコミュニケーションの輪を広げていきたいものです。 
「匿名だから、わかりゃしない」と思っていませんか。今、一人ひとりのモラルが問われて
います。 
J人権・男女共同参画課蕁B８１１、社会教育課蕁B３５７ 


